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【緒言】　 生命 の 起 源に至 る化学進 化の 過程に おい て ，ア ミノ酸や核酸塩基な どが無生物的に

生成し た とされ て い る。無生物的生 成の場 と し て は 、原始地球環 境や 星間環境が 候補に上 が る

が，前者は 、近年，弱還元型／ 中性型大気 と考え られ てお り、有機物生成の環境 と して は後者

の 方が よ り注 目され て い る 。 本研究で は、分子雲環境で の 有機物生成の 検証の ため、エ ネル ギ
ー

源 として は宇宙線を模擬 した粒子線を用 い 、種 々 の 組成 の 模擬星問物質か らの 無生物的な核

酸塩基やア ミノ酸の合成を試みた。

　【実験】　　 1 ．陽子 線照射実験 ：Pyrex製 の ガ ラス 容器 に 、模擬 星間物質 とし て 、　 CH4 ：N2：

CO ：NH3 − 1；1；1：1 （それ ぞれ 175　Torr、合計 700 ・Torr、気体状態）＋ 水約 5mL （生成物を MNCAW

と略記）、
CO ：NH3 ＝1：1 （そ れぞ れ 350　Torr、合計 700　Torr、気体状態）＋ 水約 5mL （生成物 ：

CAW ）を封入 し、こ れ に東工 大 タ ンデ ム 加 速器か らの 25　MeV 陽子線を 4mC 照射 した。照

射生成物は 6MHCI 　110℃で 24 時間、酸加水分解を行 っ た後 、移動相に pH　3．7 リン 酸緩衝 液

を用い た逆相 HPLC 法に よ り 、 各核酸塩基 類の 画分 を分取 した 。 次に水1ア セ トニ トリル ＝98！2

を用い た逆相 HPLC 法に よ り脱塩 ・精製を行 っ た後，　LC ！MS （装置 ；日 立 ハ イ テ ク Nano　Frontier

LD
、 カ ラ ム ；PC 　HILIC　2．O　mm 　i．d．　x　150　mm ）に よ り同定を行 っ た。イオ ン化法 は APCI 法 と

ESI法を併用 した。

　 2 ．重粒子線照射実験： メ タ ノール ・ア ン モ ニ ア ・水の 混合溶液 （1：1：2．8、モ ル 比 ）をガ ラ

ス 容器に 封入 し、HIMAC （放医研）か らの 重粒子線 （C 線 290 　MeVfu
、
　 Ar 線 500　MeV ／u ）を最

大 15kGy 照射 した。照射試料は、陽子線照射実験 と同様に分析を行 っ た 。

　両試料 とも 、 加水分解後にア ミ ノ酸分析計を用 い
、 ア ミノ酸分析 も行 っ た 。

　【結果 ・考察】　　 MNCAW ・CAW 陽子線照射試料か らは 、　 LCIMS の 測定に よ り、　 ウラシ

ル
，
4一ヒ ドロ キ シ ピ リミジ ン，2一ヒ ドロ キ シ ピ リミジ ン 、また MNCAW に関 して はチ ミ ン も検

出 され た 。 核酸塩基類 の 生成量 は 、
Gly と比較 し て 11104〜1！105で あ り 、 極 めて少 な か っ た が

，

種 々 の ピ リミジ ン 類が 星 間環境で生成 し うる こ とが 示唆 され た 。 出発 物質に CH4 を用 い る と、

Ala／Gly 比 の 増加や チ ミ ン の 生成か ら、メチ ル 基 を持 つ 化合物が 生成 しやす くな る と考え られ

る 。

重粒子線照射試料か らは Gly
，
　Ala、　Ser等の 多様なア ミノ酸が検出されたが、現在の とこ ろ核

酸塩基は検 出で きて い ない の で 、よ り高感度な分析法が 必 要 で ある。なお，Gly の 生成量は照

射線量 の 2乗に比例 したが ，
こ の 理 由は検討中である。
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